
【はじめに】北海道厚生連病院(以下厚生連)は ISO 15189(以
下 ISO)を 3 病院が認定取得している。厚生連は転勤制度を

有しており、病院間の連携が不可欠である。今回病院間連

携システムを構築したため、認定取得の経緯と運用効果お

よび今後の課題について報告する。

【経緯】厚生連は検査室の品質向上を目的とし、2018 年帯

広病院が認定を取得した。帯広病院の認定取得後、改正医

療法における各種標準作業手順書(SOP)及び作業日誌の必

要性から、病院間で文書連携を行った。その後、帯広病院

の品質マネジメントシステム(QMS)を基盤として各病院

の QMS が構築され、2021 年に旭川病院が、2024 年には札

幌病院が認定を取得した。更なる強固な QMS 構築のため、

情報共有の必要性が高まったことから、厚生連臨床検査技

師会(厚臨技)を組織している利点を生かし、ISO に関する

連携を目的とした各病院の品質管理者による会議体（品質

管理者会議）を設立、病院間連携システムを確立した。

【連携活動】品質管理者会議では、審査時における指摘事

項および是正内容や検査室の品質改善活動を共有し、各病

院への水平展開を行っている。また、外部精度管理プログ

ラムが利用できない項目に関する厚臨技精度管理事業の模

索、厚生連全体の ISO に関する要員意識調査、マニュアル

等の文書連携等を議題とし、3 か月に 1 度開催している。

【効果と課題】指摘事項および是正内容や品質改善活動の

水平展開は、各病院の QMS 改善に大きく寄与している。

厚臨技精度管理事業に関しては現在のところ実施には至っ

ていないが、サンプル搬送や評価方法が今後の課題である。

要員意識調査では、昨今の働き方改革と時間外業務の増加

が逆行している側面もあり、負担が大きいといったネガテ

ィブな意見も散見された。反面、ISO の必要性や効果に関

しては肯定的な意見が多く、今後の記録類の省力化等によ

る要員の負担軽減が課題として挙げられた。連携システム

はマニュアルの統一化のみならず、現在の ISO 2022 年度版

改訂においてもスムーズな移行を可能とするものである。

【総括】病院間連携システムの構築は、厚生連の ISO 継続

および QMS 醸成に大きく寄与していると考えられる。

連絡先：0166-33-7171(内線：2283)

北海道厚生連における ISO 15189 取得と病院間連携システムの構築

◎中村 浩三 1)

JA 北海道厚生連 旭川厚生病院 1)
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【背景】医療現場の業務効率化を図る手段としてタスク・

シフト/シェアが推進され、臨床検査技師等に関する法改正

で 8 つの医療行為の実施が可能となった。追加された業務

を実施するにはタスク・シフト/シェアに関する厚生労働大

臣指定講習会を受講する必要があるが、宮城県では受講者

数の伸び悩みがある。受講者を対象に宮城県でのタスクシ

フト・シェアの現状把握と講習会の評価を目的としたアン

ケートを実施し、受講が進まない原因や課題について考察

した。

【方法】対象は過去 3 回の受講者 174 名である。アンケー

トは紙媒体を用い、無記名で実施した。回答形式は単一回

答、複数回答とした。講習会への意見は自由記述とした。

アンケートは講習会終了後に回収し、集計を行った。

【集計結果】①自施設でのタスク・シフト/シェアの実施状

況：実施 9%、未実施 78%、不明 13%であった。②自施設

での実施項目：誘発電位等が最も多く 11 名、静脈路確保・

造影剤注入・直腸肛門機能検査がそれぞれ 2 名、皮下グル

コース検査・内視鏡検体採取・吸引痰がそれぞれ 1 名であ

った。③講習会の受講動機：法的な業務拡大 105 名、職場

からの勧め 97 名、業務上必要 5 名であった。④講習会の

理解度：実技講習での理解度はいずれの項目も「理解でき

た」が 90％以上だったが、動画講習のみの誘発電位等は

82％だった。⑤講習会への意見：講師レクチャーおよび講

師の配布資料を使用した実習がわかりやすかったという意

見があった一方で、事前の動画研修の時間が長い、実習の

時間配分に考慮してほしいという意見があった。

【考察】講習会受講が進まない原因として宮城県ではタス

ク・シフト/シェアの実施率が非常に低く、現時点で業務習

得の必要性・緊急性に迫られることがないためと考えられ

る。また、事前の動画研修の時間的負担が大きいことも原

因の一つと考えられるが、決められたカリキュラム・時間

での講習が必要であることを理解していただく必要がある。

今後はタスク・シフト/シェアの実施の有無に関わらず、本

講習会は臨床検査技師の国家資格への業務追加として重要

であることを強調し、各施設で受講を勧めていくことが受

講促進に繋がると考えられる。（連絡先：022-717-7385）

宮城県でのタスク・シフト/シェアに関するアンケート調査報告

◎小澤 鹿子 1)、鈴木 里香 2)、藤巻 慎一 3)、髙橋 拓史 4)、三木 俊 1)

東北大学病院 生理検査センター1)、みやぎ県南中核病院 2)、東北大学大学院医学系研究科 3)、宮城厚生協会 坂総合病院 4)
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【背景】当院生理検査センターでは、緊急時の対応や重要

な業務を中断させない、中断したとしても早期に復旧をは

かる事を目的とし BCP 委員会を発足しリスクマネジメン

トに取り組んでいる。主な活動としては年に１回、危機管

理計画を策定・実地訓練を行っている。今回、勤務時間中

の大規模震災を想定した実地訓練を行い、ライフラインが

使用できなくなった場合の初期対応について検証したので

報告する。

【方法】訓練前に現場に残れるスタッフ数を把握するため、

発災時、勤務継続、登院の可否についてアンケート調査を

した。次に、平日日勤帯に仙台市青葉区で震度 6 弱の地震

が発生した場合のシナリオを作成し、それに基づき訓練を

実施した。訓練後にアンケート調査をし検討事項を抽出し

た。

【結果】訓練前アンケートで発災直後勤務･登院できる可

能性が高いスタッフは平日日勤帯 76％、平日夜間 65％、休

日日中 67％、休日夜間 60％で、子供のいるスタッフは業務

継続･登院が困難との回答が多かった。また夜間休日では

交通インフラ次第で登院困難との回答もあった。訓練後の

検討事項として、①患者関連：外来患者への案内、入院患

者の管理②環境関連：本部の場所の再考、患者待機場所ゾ

ーニング、停電時の対応③備品関連：救急カート使用場所

の把握、懐中電灯の準備、災害時初動セットの作成④スタ

ッフ関連：クロノロジー係の負担軽減、他部署へのスタッ

フ派遣の選定などがあげられた。訓練後検討事項に対応し

た。その後災害対策マニュアルを改訂、防災訓練の振り返

りの勉強会を行なった。

【考察】訓練前アンケートの結果から有事の際に勤務可能

なスタッフ数を把握出来たことは人員の配置や他部署への

派遣要員の選定に役立った。シナリオに基づきスタッフ役、

患者役を経験したことで、現実的な問題点や改善点が多く

拾い上げられた。また訓練後のアンケートから定期的な訓

練の必要性を感じたといった意見が多数ありスタッフの防

災に対する意識づけになったと考えられた。今後も継続的

に様々な場面を想定した訓練を行い、リスクマネジメント

に取り組んで行きたい。連絡先：022-717-7385

生理検査センター防災訓練

～リスクマネジメントの取り組み～

◎新谷 香織 1)、工藤 由美子 1)、坂本 美佳 1)、成田 心 1)、山口 恵美 1)、遠藤 洋一 1)、三木 未佳 1)、三木 俊 1)

東北大学病院 生理検査センター1)
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【はじめに】

当院は病床数 548 床の市中病院であり、嘱託も含めて 33
名の臨床検査技師が検査部に在籍している。

検査部では 2020 年より新たな取り組みとして、中堅臨床

検査技師で構成される「企画委員会」を立ち上げ、新規採

用者や配置転換等の教育や育成が必要な状況下において、

継続的且つ一貫した計画性で人材育成を行い円滑な業務習

得を補助すると同時に、すべての職員が健全な環境下で職

務に従事できるように支援することを目的として活動を行

ってきた。企画委員会の活動内容、及び検査部にもたらし

た効果、今後の課題等について報告する。

【活動内容】

　主な活動内容としては、①新規採用者の日当直業務研修

および採血業務研修のスケジュール作成や採用者への説明

等、研修カリキュラム終了までに係る作業全般、②職員の

学会発表や資格取得に関する支援、③学生実習に関する作

業全般、④検査部の発展に寄与する活動の立案と施行であ

る。

【まとめ】

企画委員会の活動が検査部にもたらした効果として、研

修カリキュラム等の教育面の見直しが行われ、新規採用者

に関わらず検査部職員全員が職務に従事しやすい環境が整

ってきた。また、個人の努力に委ねられていた学会発表や

資格取得に関する支援を行うことで、人材育成に対する環

境も徐々に整いつつある。企画委員会の活動は、従来検査

部長や主任検査技師が担ってきた役割が大きく含まれる。

中堅検査技師が人材育成や検査部全体の発展に寄与する活

動に関与することで、自分達が今後の検査部を率いていく

人材であるといった意識付けにも繋がっている。

今後の課題としては、職員の研修会や学会等への参加を

促し、人材育成や業務改善に生かせる知識の習得、タスク

シフト/シェアといった環境の変化にも対応していくこと

ができる臨床検査技師の育成を、企画委員会を中心として

検査部全体で実行していくことであると考えている。

連絡先　022-275-1111

当院検査部における「企画委員会」の活動

◎土田 ひろみ 1)、赤坂 和紀 1)、岩橋 隆之 1)、植木 進一 1)

独立行政法人 労働者健康安全機構 東北労災病院 1)
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